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八王子市立元八王子中学校 平成２２年度 数学科 年間指導計画 ・評価計画 １学年

時 評価規準・達成目標（生徒の学習目標）
月 単元・章・節 間 指導内容 数学への関心 数学的な見方や 数学的な表現 数量、図形などに

・意欲・態度 考え方 ・処理 ついての知識・理
解

４ １ 章 正 の 数 ， 負 ４ ○正の数，負の数を ○反対向きの性質を ○反対向きの性質を ○反対向きの性質をもつ数

の数 使って表 せる数量 もつ数 量を，正の もつ数量を， 基準 量は，ある基 準を定め，

１ 節 正 の 数 ， を，いろいろな事 数，負の数を 使っ を０として，記号＋， 異なる符号を使って表せる

負の数 象の中から見出そう て統一的にみる。 －を 使って表すこ ことを理解する。

１ プ ラ ス と マ ・ 記号 ＋， －を使 って 表さ とする。 ○数直線を負の数に とができる。 ○正の数，負の数，自然数，

イナス れた数量 対応す る範囲まで ○正の数，負の数を 整数の意味 を知る。

２ 反 対 向 き の 性 ・数量の表し方 拡張して考え る。 数直線上の点 で表 ○正の数，負の数は，数直

質をもった数量 ○数の大小関係を， すことができる。 線上の点で表 せることを

３ 正 の 数 と 負 ・ 正の 数， 負の数 の意 味／ 数直線 上の点の位 ○正の数，負の数の 理解する。

の数 数直線 置によって統 一的 絶対値がいえ る。 ○正の数，負の数の絶対値

４ 数の大小 ・ 正の 数， 負の数 の大 小関 にとらえる。 ○数の大小関係を判 は，原点から の距離であ

係／絶対値の意味 断し，それら を不 ることを知る。

等号を使って表現す ○正の数，負の数の大小関

ること ができる。 係を理解する。

２ 節 加 法 ， 減 ８ ○計算の規則を，数 ○２つの数の加法を ○正の数，負の数の加法や ○正の数，負の数の加法や

法 直線など を使って 数直線 を使って考 減法の 計算をすることが 減法の意味と その規則を

１ 加法 ・正の数，負の数の加法 説明しようとする。 える。 できる。 理解する。

○意欲的に，かつ工 ○加法の規則を，符 ○加法の交換法則，結合法 ○数を拡張しても，加法の

２ 加法の規則 ・加法の規則 夫して正 の数，負 号や絶 対値に着目 則を使 って，いくつかの 交換法則，結 合法則が成

の数の加法や減法 して考える。 数の和を工夫 して求める り立つことを知る。

３ 加法と法則 ・ 加法の交換法則，結合法則／ の計算を行おうとす ○加法と減法を統合 ことができる。 ○正の数，負の数を使うと，

５ いくつかの数の和の計算 る。 的にみ る。 ○正の数，負の数を使って， 減法は加法 に直せること

４ 減法 ・正の数，負の数の減法 ○加法と減法を統合 ○加法と減法の混じ 減法 を加法に直すことが を理解する。

的にみる ことに関 った式 を，加法だ できる。 ○加法と減法の混じった式

５ 減法の規則 ・減法の規則 心をもつ。 けの式とみる。 ○加法と減法の混じった式 は，加法だけの式に直せる

○ 項 の 考 え を 使 っ の計算 をすることができ ことを知る。

６ 加 法 と 減 法 の て，式を 項の和と る。 ○項の意味を知る。

混 じ っ た 式 の 計 算 ・式における項の考え方 みる。 ○項だけを並べた式の意味 ○加法の交換法則や結合法

(1) を知 則が使えるよ うに，項の

７ 加法と減法の混 ・代数和の形による計算 る。 考えを使って，式を項の和

じった式の計算(2) とみることを知る。
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３ 節 乗 法 ， 除 ９ ○計算の規則を，具 ○正の数，負の数の ○正の数，負の数の乗法や ○正の数，負の数の乗法や

法 体的事象 や類推な 乗法の 規則を，類 除法の 計算をすることが 除法の意味と その規則を

１ 乗法 ・正の数，負の数の乗法 どによって説明し 推 に よ っ て 考 え できる。 理解する。

ようとする。 る。 ○乗法の交換法則，結合法 ○数を拡張しても，乗法の

２ 乗法の規則 ・乗法の規則 ○負の数 × 負の数の ○乗法と除法を統合 則を使 って，いくつかの 交換法則，結 合法則が成

結果が正 の数であ 的にみ る。 数の積を工夫 して求める り立つことを知る。

３ い く つ か の ・ 乗法の交換法則，結合法則／ ることに関心をも ○乗法と除法の混じ ことができる。 ○累乗の意味とその表し方

数の積 いくつかの数の積の計算 つ。 った式 を，乗法だ ○累乗の表し方とその計算 を知る。

４ 累乗の計算 ・累乗の表し方と計算 ○正の数，負の数の けの式とみる。 ができ る。 ○逆数の意味を知る。

乗法や除 法の計算 ○乗法と除法の混じった式 ○逆数を使うと，除法は乗

５ 除法 ・除法の規則 を意欲的に，かつ の計算 をすることができ 法に直せるこ とを理解す

６ 乗 法 と 除 法 ・ 逆数 の意 味／乗 除の 混じ 工夫して行おうとす る。 る。

の 混 じ っ た った式の計算 る。 ○四則の混じった式やかっ ○四則の混じった式やかっ

式の計算 ○正の数，負の数の このあ る式の計算をする このある式に おいて，か

６ ７ 加 法 ， 減 法 ， ・四則混合計算／分配法則 四則を具 体的な問 ことができ っこや乗除の優先のきまり

乗 法 ， 除 法 の 混 題解決場面で進ん る。 について理解する。

じった式の計算 で 活 用 し よ う と す ○数を拡張しても，分配法

◆ 数 の 広 が り と ・数の拡張／数の集合と る。 則 が 成 り 立 つ こ と を 知

計算 四則計算の可能性 る。

２章 文字と式 ７ ○文字を使った式で ○数量を，文字を使 ○いろいろな数量を文字を ○数のかわりに文字

１節 文字と式 考えるこ との必要 った式 で表すこと 使った 式で表すことがで を使うことを知る。

１ 文 字 を 使 っ ・文字を使った式の意味 性やよさに関心を を考える。 きる。 ○数量の求め方やそ

た式(1) もつ。 ○文字を使った式を ○与えられた文字式を約束 の結果を一般的に簡

２ 文 字 を 使 っ ・ 数量 を， 文字を 使っ た式 ○ い ろ い ろ な 数 量 用いて， 一般的に にした がって書き表すこ 潔に表すのに，文

た式(2) で表すこと を，文字を 使った 数量をとらえる。 とができる。 字を使った式が使わ

３ 式 を 書 く と ・ 文字 を使 った式 の積 の表 式で表そうとする。 ○文字を使った式が ○文字式を書くときの約束 れることを知る。

きの約束(1) し方 表して いる数量や にした がって，いろいろ ○文字式を書くとき

４ 式 を 書 く と ・ 文字 を使 った式 の商 の表 数 の 意 味 を 考 え な数量を文字 式で表すこ の約束を知る。

きの約束(2) し方 る。 とができる。 ○文字式が表してい

５ 式 に よ る 数 ・ 約束 にし たがっ て数 量を ○文字式が表している数量 る 数 量 の 意 味 を 知

量の表し方 式で表すこと の意味 をとらえることが る。

６ 式 の 表 す 意 ・ 式が 表し ている 数量 の意 できる。 ○文字の値，代入す

味 味 ○文字に数を代入して，式 ることの意味を理解

７ 式の値 ・ 文字 の値 ，式の 値の 意味 の値を 求めることができ する。

とその求め方 る。

７ ２節 式の計算 ６ ○文字式の計算を進 ○文字式の計算の仕 ○文字の部分が同じ ○式にふくまれる数や文字

１ １ 次 式 と そ ・項，係数，１次式の意味／簡 ん で 行 お う と す 方を， 数での計算 項どうしの加 法や に着目して， 項，係数，

の項 単な１次式の計算 る。 と同じように 考え 減 法 の 計 算 が で き １次式の意味を知る。
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○ 簡 単 な 問 題 解 決 る。 る。 ○文字の部分が同じ項どう

２ １ 次 式 と 数 ・１次式と数との乗法 に，文字式 を利用 ○文字式は形式的操 ○項が１つや２つの しの加法や減 法の計算方

との乗法 しようとする。 作がで き，その表 １次式と数と の乗 法を知る。

３ １ 次 式 を 数 ・１次式を数でわる除法 している数量 は変 法や除法の計算がで ○項が１つや２つの１次式

でわる除法 わらないことをとら きる。 と数との乗法 や除法の計

４ １ 次 式 の 加 ・１次式の加法，減法／いろい える。 ○１次式の加法や減 算方法を理解する。

法，減法 ろな１次式の計算 法 の 計 算 が で き ○１次式の加法や減法の計

◆ 数 量 の 関 係 を ・等式，不等式の意味／ る。 算方法を理解 する。

表す式 等式，不等式を用いた表 ○いろいろな１次式 ○いろいろな１次式の計算

現や読みとり の計算ができ る。 方法を知る。

○文字式の計算は，計算法

則に基づいて 行われるこ

とを知る。

９ ３ 章 １ 次 方 程 ２ ○数量の関係から等 ○方程式を条件を表 ○数量の関係を等式 ○大きさが等しい２つの数

式の解き方 しいもの を見つ す式と してとらえ で表すことが でき 量の関係が等 式で表され

１節 方程式 け，それを等式で表 る。 る。 ることを知る。

１ 方 程 式 と そ ・ 等式 の意 味／方 程式 とそ そうとする。 ○等式の性質を使っ ○数値を代入して， ○方程式，方程式の解，方

の解 の解の意味 ○方程式や等式の性 て方程 式を変形す 方程式の解を 求め 程式を解くこ との意味を

質に関心 をもつ。 ることを，式 を同 ることができる。 理解する。

値変形したものとと ○等式の性質を理解する。

２ 等式の性質 ・ 等式 の性 質とそ れを 使っ らえる。 ○方程式を，等式の性質を

た方程式の同値変形 使って変形し ても，その

解は変わらないことを理解

する。

２ 節 １ 次 方 程 ５ ○方程式を進んで解 ○移項という操作に ○等式の性質を使っ ○簡単な１次方程式につい

式の解き方 い て い こ う と す 着目し， 方程式を て，１次方程 式を て，等式の性 質を使った

１ 等 式 の 性 質 ・等式の性質を使って簡単な１ る。 手際よく解く方 法 解くことができる。 解き方を知る。

を 使 っ た 方 次方程式を解くこと ○移項を使って方程 を考える。 ○移項を使って，１ ○移項は等式の性質をもと

程式の解き 方 ・ 移項 の意 味／移 項に よる 式を形式 的に処理 ○いろいろな１次方 次方程式を手 際よ にした形式的 な操作であ

２ １ 次 方 程 式 方 程式 の解 き方／ １次 方程 することのよさを 程式を 解く際，操 く 解 く こ と が で き ることを知る。

の解き方 式の意味 知り，進んで移項を 作を簡単にす る手 る。 ○移項の考えを使って，１

３ か っ こ や 小 数 ・ かっ この ある方 程式 ，係 使おう とする。 順を考える。 ○かっこのある１次 次方程式を解 く方法を理

を ふ く む １ 次 数 に小 数を ふくむ 方程 式の 方程式，係数 に小 解する。

方程式の解き方 解き方 数や分数のある１次 ○ か っ こ の あ る １ 次 方 程

４ 分 数 を ふ く む 方程式 を簡単な形 式，係数に小数 や分数の

１ 次 方 程 式 の 解 き ・ 係数 に分 数をふ くむ 方程 に直して解くことが ある１次方程式の解き方を

方 式の解き方 できる。 知る
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３ 節 １ 次 方 程 ４ ○方程式を使うよさ ○問題を理解したり ○問題解決のため，数量を ○具体的な場面にお

式の利用 ・方程 式を 使って 問題 を解 を知り， 問題解決 解法を 発見するた 関連づ けて方程式で表す いて，１次方程式を

１ １ 次 方 程 式 決 する ため の考え 方と 手順 場面で方程式を進 めに，線分図 に表 ことができ 使って問題を解決

を 使 っ た 問 題 の を理解すること んで活用しようとす したり，表を利用し る。 する考え方や，手順

解き方 ・速さや道のりの問題を方程式 る。 て考える。 ○つくった１次方程式を解 を理解する。

10 ２ 速さの問題 を使って解くこと ○方程式をつくるた くこと ができる。

３ 解の意味 ・解の解釈 め，数 量を関連づ ○解が問題に適するかどう

◆ 比 を 使 っ た 問 ・比例式の意味／簡単な けて考える。 か，解 の吟味をすること

題 比例式の解き方 ができる。

４ 章 比 例 と 反 ９ ○事象を関心をもっ ○事象の中に，２つの数量 ○比例する２つの数量の関 ○事象の中の関係をとらえ

比例 て観察し， その中 が比例の関係になるもの 係を， 表やグラフ，式で るのに，表や グラフ，式

１節 比例 からともなって変わ があることに気付く。 表すことがで きる。 が有効に使われることを理

◆ と も な っ て 変 ・関数関係の意味 る２つの数量を見 ○表やグラフ，式で表すこ ○変数の変域を求め，また， 解する。

わる２つの量 ・とも なっ て変わ る２ つの 出そうと する。 とによって，２つの数量 それ を不等号を使った式 ○変数，変域の定義を知る。

１ ２ つ の 数 量 数量の関係 ○２つの数量が比例 の関係をとらえる。 で表した り，数直線上 ○変域を不等号や数直線を

の関係の調べ方 の関係に あるかど ○変域に注意して，２つの に表すことができ る。 使 っ て 表 す 表 し 方 を 知

２ 変数と変域 ・変数，変域の意味／以上， うかを調べるのに， 数量の関係をとらえる。 ○与えられた条件から，比 る。

以 下 ， 未満 の意味 ／変 域の 進 ん で 表 や グ ラ ○変数の変域や比例定数の 例定数 を求めることがで ○「yは xに比例する」こと

３ 比例 表し方 フ，式で表 そうと 値を，負の数もふくむ数 きる。 の意味を理解 する。

する。 にまで拡張して考える。 ○与えられた条件から，比 ○比例定数の意味とその求

４ 比例と式 ・ 比例 の意 味／比 例の 関係 ○座標軸の範囲を負の数に 例の関 係を表す式を求め め方を知る。

を表す式 まで拡張する。 ることができ る。 ○平面上の点の位置を表す

５ 座標 ・座標の意味 ○ある数量の変化のようす ○点の座標を読んだり，座 のに座標が使 われること

６ 比 例 の グ ラ ・ 比例 定数 が正の 場合 の比 を調べるのに，他の数量 標に対 応する点を示した を知る。

フ(1) 例のグラフ の変化に関係づけて考察 りすることが できる。 ○比例の関係には，固有の

11 ７ 比 例 の グ ラ ・ 比例 定数 が負の 場合 の比 する。 ○比例のグラフをかくこと 変化や対応の 特徴がある

フ(2) 例のグラフ ができ る。 ことを理解する。

８ 比 例 の 式 と ・ 比例 のグ ラフの かき 方／ ○表やグラフ，式から，変 ・ xの値が２倍，３倍，

グラフ グ ラフ から 比例の 式を 求め 化や対 応のようすを読み …と変化すると きの y

る方法 取ることがで きる。 の値の変化の特徴 ・グラ

フの特徴

２節 反比例 ４ ○事象を関心をもっ ○事象の中に，２つの数量 ○反比例する２つの数量の ○「yは xに反比例する」こ

１ 反比例 ・ 反比 例の 意味／ 反比 例の て観察し， その中 が反比例の関係になるも 関係 を，表やグラフ， との意味を理 解する。

関係を表す式 からともなって変わ のがあることに気付く。 式で表すこと ができる。 ○反比例の関係には，固有

る２つの数量を見 ○表やグラフ，式で表すこ ○与えられた条件から，比 の変化や対応 の特徴があ

２ 反比例と式 ・ 比例 定数 が負の 場合 の反 出そうと する。 とによって，２つの数量 例定数 や反比例の関係を ることを理解する。

比 例 の 関係 ／反比 例の 関係 ○２つの数量が反比 関係をとらえる。 表す式を求め ることがで ・ xの値が２倍，３倍，



- 5 -

を表す式の求め方 例の関係 にあるか ○変域に注意して，２つの きる。 …と変化すると きの y

３ 反 比 例 の グ ・ 比例 定数 が正の 場合 の反 どうかを調べるの 数量関係をとらえる。 ○反比例のグラフをかくこ の値の変化の特徴

ラフ(1) 比例のグラフ に，進んで表やグラ ○変数の変域や比例定数の とがで きる。 ・グラフの特徴

・ 比 例 定数 が負の 場合 の反 フ，式 で表そうと 値を，負の数もふくむ数 ○表やグラフ，式から，変 ○ 双 曲 線 の 意 味 を 理 解 す

４ 反 比 例 の グ 比例のグラフ する。 にまで拡張して考える。 化や対 応のようすを読み る。

ラフ(2) 取ることができる。

３ 節 比 例 と 反 １ ○身のまわりの事象 ○問題を解決するの ○比例と反比例の考 ○比例や反比例の関

比例の利用 の問題を，比例や反 に，比 例や反比例 え方を用いて，事象 係が，どのような場

１ 比 例 と 反 比 ・ 比例 と反 比例の 考え 方の 比例の考え方を利用 の考え方を利用して を表現したり処理し 面で用いられるかを

例の利用 利用 して解決しようとす 考える。 たりすることができ 理解する。

る る。

５ 章 平 面 の 図 ４ ○身のまわりにある ○線を，点が動いた ○線分や半直線を延長する ○直線，半直線，線分の意

形 平面の図 形に関心 跡 と し て と ら え ことが できる。 味を理解する。

１ 節 図 形 の 基 をもつ。 る。 ○２つの線分の長さが等し ○２点間の距離を知る。

礎 ○進んで用語や記号 ○円を，１点からの いこと を，AB＝ CDのよう ○円の弧，弦の意味を知る。

１ 直 線 ， 半 直 ・ 直線 ，半 直線， 線分 の意 を使い， 図形の性 距離が 等しくなる に表すことが できる。 ○２直線の位置関係につい

線，線分 味 質などを表そうと ように動いて でき ○記号⌒，//，⊥，∠を使 て知る。

する。 る図形ととらえる。 うこと ができる。 ○平行，垂直の意味を理解

２ 点 と 点 と の ・ ２点 間の 距離／ 円の 弧， ○２直線の位置関係 ○ 位 置 関 係 に つ い ○定規を使って，平行線や する。

距離 弦の意味 を調べる のに，図 て，観察， 操作や 垂 線 を か く こ と が で き ○∠ Aは，角の場所ととも

をかいて考えよう 実験を通して考え る。 に角の大きさも 表すこと

とする。 る。 ○点と直線との距離，平行 を知る。

３ 平 面 上 の ２ ・ ２直 線の 位置関 係／ ２直 ○円と直線の位置関 ○円と直線が１点だ な２直 線間の距離を求め ○点と直線との距離，平行

直線 線がつくる角 係で，接 する場合 けで交 わる場合に ることができ る。 な２直線間の 距離の意味

についての性質を ついて，中心 から ○円周上の１点を通るその を知る。

進んで調べようとす の距離に着目して考 円の接 線をひくことがで ○円と直線が接すること，

４ 点 と 直 線 ， ・ 点と 直線 との距 離／ 円と る。 える。 きる。 接線，接点の 意味を知る。

12 円と直線 直線との位置関係 ○円の接線は，その接点を

通る半径に垂 直であるこ

とを知る。

１ ２ 節 図 形 と 対 ３ ○進んで線対称や点 ○図形を線対称・点 ○線対称な図形をかくこと ○線対称な図形，対称軸，

称 ・線対称な図形の性質 対称など 図形の性 対称と いう見方で ができ る。 対応する点・ 辺・角の意

１ 線対称な図形 ・点対称な図形の性質 質を調べたりかい 調べ，その特 徴を ○線対称な図形の対称軸を 味を知る。

２ 点対称な図形 ・ いろ いろ な線対 称や 点対 たりしようとする。 考える。 求める ことができる。 ○線対称な図形の性質を理
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３ 図形と対称 称な図形 ○対称な図形を身の ○対称という見方か ○点対称な図形をかくこと 解する。

・移動／平行移動，回転 まわりに 見つけよ ら正多 角形の特徴 ができ る。 ○点対称な図形，対称の中

◆図形の移動 移動，対称移動の意味 うとする。 を考える。 ○点対称な図形の対称の中 心，対応する 点・辺・角

１ い ろ い ろ な ・平行移動，回転移動， 心を 求 め る こ と が で き の意味を知る。

移動 ４ 対称移動させた図形の性 る。 ○点対称な図形の性質を理

２ 移 動 さ せ た 質 ○平行四辺形やひし形，円， 解する。

い 図 形 と も と の ・ 平行移動，回転移動， 正多 角形の対称軸や対称 ○正多角形について，対称

図形 対称移動は図形の移動の の中心を求 めることがで という見方か らその特徴

３ 図形と移動 基本であること きる。 を知る。

３ 節 図 形 と 作 ４ ○三角形の決定条件 ○三角形の決定条件 ○条件をもとに三角形をか ○ 三 角 形 の 決 定 条 件 を 知

図 を進んで 見つけよ を，作 図を通して くこと ができる。 る。

１ 三 角 形 の か ・三角形の決定条件 うとする。 まとめる。 ○線分の垂直二等分線や中 ○２点A，Bから等距離にある点は，

き方 ○作図の方法を見出 ○作図の仕方を，対 点を作 図することができ 線分 AB の垂直二等分線上

そうとす る。 称性に 着目して考 る。 にあることを知る。

２ 線 分 の 垂 直 ・ ２点 から 等しい 距離 にあ ○定規とコンパスだ える。 ○角の二等分線や垂線を作 ○作図の意味を知る。

二等分線 る 点の 集ま り／線 分の 垂直 けで作図 できるこ ○垂線や円の接線の 図する ことができる。

二等分線の作図 とに関心をもち， 作図の 仕方を，線 ○作図の手順を説明するこ ○線分の垂直二等分線の

３ 角 の 二 等 分 ・ ２直 線か ら等し い距 離に 進んで作図しようと 分の垂直二等 分線 とがで きる。 作図方法を知る。

線 あ る点 の集 まり／ 角の 二等 する。 の作図の仕方を利用 ○線分の垂直二等分線の作 ○角の２辺から等距離にあ

分線の作図 して考える。 図の仕 方をもとに，垂線 る点は，角の 二等分線上

４ い ろ い ろ な ・ 垂線 の作 図／円 の接 線の や円の接線を 作図するこ にあることを知る。

作図 作図 とができる。 ○角の二等分線の作図方法

を知る。

○垂線の作図や，円の接線

の作図方法を 知る。

６ 章 空 間 の 図 ６ ○立体をいろいろな ○立体の形から，展 ○立体の展開図をか ○立体の特徴を知る。

形 観点から 分類し， 開図を 考える。 くことができ る。

１ 節 立 体 と そ ・立体の分類 進んでその特徴を ○立体の特徴を，見 ○見取図や展開図か ○角柱，円柱，角すい，円

の調べ方 まとめようとする。 取図， 展開図を使 らもとの立体 をつ すいの意味を 理解する。

１ い ろ い ろ な 立 ・角柱と円柱の展開図 ○立体を平面に表す って考える。 くることができる。

体 こ と に 関 心 を も ○立体を平面図形が ○ある平面図形を１ ○角柱，円柱，角すい，円

２ 角 柱 ， 円 柱 の ・角すいと円すいの特徴 つ。 動いた 跡にできた 回転させてで きる すいの展開図 を知る。

展開図 ○立体の展開図をか 図形とみる。 回転体を想像するこ ○おうぎ形，中心角の意味

３ 角 す い ， 円 す ・ 角す いと 円すい の展 開図 き，進ん で立体を とがで きる。 を理解する。

い ／おうぎ形 組み立てようとす ○面や立体を，線や面が動

４ 角 す い ， 円 す ・ 図形 を線 や面の 動い た跡 る。 いた跡にでき た図形とみ

いの展開図 と して とら えるこ と／ 図形 ○身のまわりから， る こ と が で き る こ と を 知
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５ 動 か し て で を回転させてできる立体 回転体を 見出そう る。

きる立体 ・立体の投影図／投影図 とする。 ○回転体の意味を知る。

２ ◆立体の投影 を使って立体の特徴を調

２ 節 空 間 に あ ３ ○身のまわりから空 ○位置関係を類別の ○空間における直線 ○平面の意味を知る。

る図形 間にある 図形を見 考えを 使って調べ や平面の位置 関係 ○平面の決定条件を知る。

１ 平面の決定 ・平面，直線，点の関係 出そうとする。 る。 を類別することがで ○２直線の位置関係につい

○ 空 間 に お け る 直 ○辺と面が垂直であ きる。 て知り，ねじ れの位置に

２ 直 線 ， 平 面 ・２つの直線の位置関係／直 線，平面の 位置関 ること の理由など ○立体の辺や面の位 あ る こ と の 意 味 を 理 解 す

の位置関係 線と平面の位置関係 係に関心をもち，理 を，筋道立て て考 置関係をとら える る。

・直線と平面との垂直／点 解しようとする。 える。 ことができる。 ○直線と直線の位置関係，

３ 空 間 に お け と 平面 との 距離／ ２つ の平 ○ 点 と 平 面 と の 距 直線と平面の 位置関係，

る 垂 直 と 距 面の位置関係 離，平行な２平 面 ２平面の位置関係について

離 間の距離を示すこと 知る。

ができ る。 ○直線と平面との垂直，２

平 面 の 垂 直 の 意 味 を 知

る。

○点と平面との距離，平行

な２平面間の 距離の意味

を知る。

３ 節 立 体 の 体 ６ ○角柱や円柱の体積 ○角柱や円柱の体積 ○角柱や円柱の体積 ○角柱と円柱の体積の求め

積と表面積 の求め方 を進んで の 求 め 方 を 考 え を求めること がで 方を知る。

１ 角柱，円柱 ・ 角柱 と円 柱の体 積の 求め 考え，求め方をま る。 きる。 ○円周率をπで表すことを

の体積 方／円周率π とめようとする。 ○実験により，すい ○角すいや円すいの 知る。

２ 角 す い ， 円 ・ 角す いと 円すい の体 積の ○角すいや円すいの 体の体 積を求める 体積を求める こと ○角すい，円すいの体積の

すいの体積 求め方 体積を観 察や実験 公式を類推す る。 ができる。 求め方を知る。

３ 角 柱 ， 円 柱 ， ・ 角柱 ，円 柱，角 すい の表 によって求めよう ○おうぎ形の面積の ○柱体や角すいの側 ○柱体，角すいの表面積の

角 す い の 表 面積の求め方 とする。 求め方 を多様な見 面積，表面積 を求 求め方を知る。

面積 ○立体の表面積の求 方で考える。 めることができる。 ○おうぎ形の弧の長さの求

４ お う ぎ 形 の ・ おう ぎ形 の弧の 長さ と面 め方を， 展開図を ○おうぎ形の弧の長 め方を知る。また，おうぎ

面 積 と 円 す 積 の求 め方 ／円す いの 表面 もとに考えようと さや面積を，公式を 形の面積には，２通りの求

いの表面積 積の求め方 する。 使って求めることが め方があることを知る。

できる。 ○円すいの表面積の求め方

◆ 球 の 表 面 積 と ・球の表面積と体積の求 を知る。

体積 め方

★ 資 料 の 整 理 と ○測定値には誤差があ ○十進位取り記数法 ○測定値の真の値の ○近似値，誤差，真の値，

活用 ることに関心をもち， と四捨五入の考え方 範囲を，不等号を使 有効数字の意味がわかる。

１節 近似値 ２ 真の値の範囲を考えよ から，測定値の誤差 って表すことが出来 ○誤差が近似値と真の値の
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３ １ 近似値 ・近似値，有効数字の意味 うとする。 の範囲を考える。 る。 差であることを理解する。

２ 近 似 値 の 表 し ・ 有効 数字を 用いた 近似 値 ○測定値を有効数字の ○十進位取り記数法 ○測定値を有効数字 ○測定値を有効数字の桁数

方 の表し方 桁数に関心をもち，小 と 10 の 累 乗 の 考 え の 桁 数 を も と に し をもとにして，小数と 10

数と 10 の累乗との積の 方から，有効数字が て ， 小 数 と 10 の 累 の累乗との積の形に表す方

形に表す方法を考えよ わかるように表現す 乗との積の形に表す 法を知る。

うとする。 る方法を考える。 ことが出来る。

２ 節 資 料 の 収 ５ ○目的に応じて資料を収集 ○度数分布やヒストグラム ○目的にあうように ○統計資料の傾向をとらえ

集と整理 し，整理しようとする。 などから資料の傾向を考え 階級の幅を決めて， るのに，度数分布が使われ

１ 度数分布 ・ 度数 分布， ヒスト グラ ム ○資料を進んで度数分布表 る。 度数分布を作ること ていることを知る。

の意味 や ヒ ス ト グ ラ ム な ど で 表 ○ちらばりの程度を表すの が，できる。 ○ ﾋｽﾄｸ ﾞﾗ ﾑで表すと分布の

２ 資 料 の 散 ら ば ・ ちら ばりの 程度を 数値 で し，その特徴をとらえよう に最大値と最小値に着目し ○度数分布表をもと 様子がとらえやすくなるこ

り 表すこと／範囲の意味 とする。 て考える。 にして，ヒストグラ とを理解する。

３ 資 料 の 代 表 値 ・ 階級 値，代 表値の 意味 ／ ○平均値が同じ値であって ○平均値を求めるために， ムや度数分布多角形 ○複数の資料の傾向の違い

（１） 度 数分 布から 平均値 を求 め も，資料のちらばりに違い 各階級の資料の値を階級値 を 作 る こ と が 出 来 を比較するには，度数分布

ること／仮の平均値 があることに興味をもち， と理想化，単純化して考え る。 多角形で表すことの良さを

４ 資 料 の 代 表 値 ・中央値，最頻値の意味 ちらばりの程度を考えよう る。 ○範囲を求めること 理解する。

（２） とする。 ○仮の平均値を使って，平 が出来る。 ○散らばりの程度は 1 つの

５ 相対度数 ・ ２つ の資料 の比較 と相 対 ○もとの資料がなくて度数 均値の求め方を考える。 ○ 階 級 値 を 利 用 し 数値，たとえば，範囲でと

度数 分布があるとき、この表か ○平均値より大きな資料が て，平均値を求める ら え ら れ る こ と を 理 解 す

ら平均値を求める方法を考 中央値とどのような関係に ことができる。 る。

えようとする。 あるか調べる。 ○仮の平均値を利用 ○度数分布からおおよその

○仮の平均値を使って度数 ○資料や最大の度数をもつ して，平均値を求め 平均値を求めることができ

分布から簡単に平均値を求 階級がヒストグラムや度数 ることができる。 ることを理解する。

めようとする。 分布多角形のどこにあたる ○中央値を求めるこ ○資料全体の特徴を１つの

○資料の傾向をとらえるの かを調べる。 とができる。 代表値でとらえることがあ

に，順位が真ん中である資 ○２つの資料の傾向を比べ ○最頻値を求めるこ ることを知る。

料や最大の度数をもつ階級 るのに，差や割合を使って とができる。 ○資料の代表値を考えると

を調べようとする。 考える。 ○相対度数を求める き，平均値ではなく中央値

○２つの資料の傾向を比べ ことができる。 や最頻値を用いる方法がよ

るのに，数値化しようとす い場面があることを理解す

る。 る。

○大きさの異なる２つの資

料を比べるには，相対度数

を用いるとよいことを理解

する。


